
地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数
Ⅰ．理念に基づく運営 11

１．理念の共有 2

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について
５．人材の育成と支援 2 外部評価は30項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 2 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 1

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 6 　○記入方法
１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 2
　　見直し ［取り組みを期待したい項目］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 2
［取り組みを期待したい内容］

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 11

１．その人らしい暮らしの支援 9

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 30 家　 族

運営者

職員＝

チーム

法人名 株式会社レイクス・トゥエンティワン

＜認知症対応型共同生活介護用＞

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1276600093

番号に網掛けのある項目は、地域密着型サービスを実施する上で重要と思われる重点
項目です。この項目は、概要表の「重点項目の取り組み状況」欄に実施状況を集約して
記載しています。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成　　２１　年　　３　　月　　２７　日

評価機関名 特定非営利活動法人　日本高齢者介護協会

訪問調査日 平成　　２１　年　　３　　月　　　４　日

事業所名 プラチナホーム一宮なのはな

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）
を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みま
す。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以
外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

確認された事実から、今後、さらに工夫や改善に向けた取り組みを期待したい項
目に○をつけています。

「取り組みを期待したい項目」で○をつけた項目について、具体的な改善課題や
取り組みが期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。



作成日

sog 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

（電　話）

【重点項目への取り組み状況】

【情報提供票より】（平成２１年　２月　１日事業所記入）

2 ユニット 人

16 人

（２）建物概要

1 階建ての 1 階 ～ 1 階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

円 円

朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

（４）利用者の概要（　２月　１日現在）

17 名 男性 1 名 女性 16 名

名 名

名 名

名 名

年齢 平均 78.9 歳 最低 76 歳 最高 92 歳

（５）協力医療機関

要介護４

協力医療機関名

要介護３ 3

要介護５ 1
近隣の神社の祭礼時に、神輿に寄ってもらったり、獅子舞に来てもらったり、地元の老
人クラブ、社協や町主催の食事会や敬老会に参加することにより、利用者の気晴らしの
機会としつつ、地元との交流を深めています。地域で行う排水路の一斉清掃がある時
には職員も参加する事により、地域への貢献活動を行うことも考えています。

要支援２ 0

長島医院、茂原中央病院、市原歯科医院

7

重
点
項
目
③

重
点
項
目
④

1

550 100

重
点
項
目
②

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

または１日当たり　　     　　　円 苦情相談窓口を設置していますが、利用されることはありません。昨年４月の運営推進
会議の前に家族会を開催し、１６名の参加がありました。その場で出た「爪を切ってほし
い」等の要望には早速対応するようにしています。このような場はなかなか設けにくいの
で、面会の為の来訪時や、電話で報告・相談を行う時に積極的に意見や要望を聞くよう
にしています。家族アンケートでも、「入居後運動不足で太ってしまったが現在はカロ
リー・量を考えてくれている」と対応ぶりを窺わせるコメントがあります。

   食材料費

300 450

会議は、家族会会長・副会長の他に、町議会議員２名、町職員、民生委員、社会福祉
協議会会長等の外部のメンバーを加えた構成となっています。会議では、新入居者・新
人職員や運営状況、外部評価の結果等報告の後自由な意見交換を行い、記録もとっ
ています。そこで出た意見は可能なことはすぐに実行しています。しかし、ホーム長等幹
部職員が交替したことにより、開催は年１回程度にとどまっており、今後回数を増やすよ
うに努めたいとしています。

    敷　　　　金 無

   保証金の有無

家賃（平均月額） その他の経費（月額） 18,000

　有りの場合
有（期間：６０ヶ月）

(入居一時金含む) 　償却の有無
 有（　300,000　円）

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）

「家族への報告」は、１ヶ月間の支援経過記録を１頁程にまとめて家族に送付、「職員の
異動等による影響への配慮」は、常勤者を増やすことにより退職者が減少、「同業者と
の交流」はグループ内の他の施設に職員が訪問視察、「重度化や終末期への対応」
は、終末期の利用者を、家族・職員・医師・看護師等の連携でほとんど 後まで看取
り、その他、プライバシーの尊重、災害に向けた備蓄、等改善に努めています。

18

１．　評 価 結 果 概 要 表
［認知症対応型共同生活介護用］

平成２１年 ３月２７日

常勤  １４ 人,  非常勤  ２ 人,  常勤換算  １４．５　人

特定非営利活動法人　日本高齢者介護協会

〒299-4313   千葉県長生郡一宮町船頭給２４９－１

０４７５－４０－１８８２

サッカー場に隣接して、菜園用の広い庭、スペースたっぷりの駐車場など、広い敷
地内に新築された平屋建て２ユニットの感じの良いホームです。内部も玄関すぐに
広い共用空間があり、各居室もゆったりとしており、周りにはまだ建物もあまり多くな
いので、各室から広い空が眺められます。建物が４方を取り囲む中庭があり、プラン
ターに花を植えて季節感を出しており、室内の採光に役立つとともに、安全に外気
に触れ日光浴を楽しめる空間となっています。隣接して同一法人運営の高齢者用
賃貸住宅、シニアハウスがあり、同施設の看護師から適宜アドバイスや指導を受け
られるので、医療面での安心感があります。ホーム長と介護支援専門員が交替して
から、いろいろと改善に取り組んできており、今後その効果が一層現れるものと期
待されます。利用者の家族からも改善ぶりを評価する声が聞かれます。

利用者人数

要介護１

ユニット数 利用定員数計 　　

要介護２5

職員数

55,000

新築

法人名

1276600093

株式会社レイクス・トゥエンティワン

事業所名 プラチナホーム一宮なのはな

事業所番号

所在地
　(電話番号）

訪問調査日 平成21年3月4日 評価確定日

評価機関名

所在地 〒113-0021  東京都文京区本駒込３－１５－１０

平成21年3月27日

自己評価は、職員が分担を決めて作業を行い、それを管理者・介護支援専門員が取り
まとめる形で行いました。職員の間に認識の程度の差はありますが、ホームでは自分達
に何が求められているかよく理解する機会になったことがヒアリングから窺われます。建物構造

建物形態 単独

開設年月日 平成　１６　年　　９　月　　１　日

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

重
点
項
目
①

　　　　木造 　　造り 　



２．　評 価 結 果 ( 詳 細 ）

　（   　 　　部分は重点項目です　）

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

　　１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えて
いくサービスとして、事業所独自の理念をつくりあ
げている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に向
けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自
治会、老人会、行事等、地域活動に参加し、地元
の人々と交流することに努めている

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

３．理念を実践するための制度の理解と活用

1

「利用者本位の実践」「利用者主体のサービス」「地域
社会との交流の実践」「スタッフの意識・専門性を高め
る」の４項目から成る地域密着型介護サービスを実施す
る者として目指すべき独自の理念を作り上げ、玄関に
掲示しています。

85

会議は、家族会会長・副会長の他に、町議会議員２
名、町職員、民生委員、社会福祉協議会会長等の外
部のメンバーを加えた構成となっています。会議では、
運営状況や外部評価の結果等報告の後自由な意見交
換を行い、そこで出た意見は可能なことはすぐに実行し
ています。しかし、ホーム長等幹部職員の交替もあり、
開催は年１回程にとどまっており、今後回数を増やすよ
うにしたいとしています。

4

自己評価は、職員が分担を決めて作業を行い、それを
管理者・介護支援専門員が取りまとめる形で行いまし
た。職員の間に認識の程度の差はありますが、ホーム
では自分達に何が求められているかよく理解する機会
になったことがヒアリングから窺われます。

「朝礼、職員会議、ケース会議、連絡ノートの活用と玄
関への掲示などにより、職員あげての意識の統一を図
るよう努めている」ということですが、職員には利用者本
位ということはよく認識しているものの、地域社会との交
流他については十分に浸透しているとは言えません。

3

○

２．地域との支えあい

会議を真に実効あるものとするために、２～３ヶ月に１回開
催する事を目標とすることが求められています。常にメン
バー全員が出席する必要はありません。会議では、単なる
報告に止まらず、諸問題について予め通知しておけば運
営上有用な意見も出てくるものと思われます。家族の率直
な意見も聞くことができると期待できます。

近隣の住民たちでゴミ拾いの運動もやっているということで
す。近隣に住む職員を通して利用者も参加しやすい形で
地域への貢献活動に参加していけば、交流が一層進むも
のと期待できます。

5

神社の祭礼時に神輿に寄ってもらったり、獅子舞に来
てもらったり、地元の老人クラブ、社協や町主催の食事
会や敬老会に参加することにより、利用者の気晴らしに
しつつ、地元との交流を深めています。地域で行う排水
路の一斉清掃がある時には職員も参加する事により、
地域への貢献活動を行うことも考えています。

○

7

2 ○
４項目の理念は立派なものであり、難しいものでもありませ
ん。日々の行動の中で常に振り返るように取り組んでいく
ことが求められています。

1

2

取り組みを期待したい項目取り組みを期待したい項目

3



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外に
も行き来する機会をつくり、市町村とともにサービ
スの質の向上に取り組んでいる

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金
銭管理、職員の異動等について、家族等に定期
的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員によ
る支援を受けられるように、異動や離職を必要最
小限に抑える努力をし、代わる場合は、利用者へ
のダメージを防ぐ配慮をしている

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成す
るための計画をたて、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流
する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取り組みをしている

４．理念を実践するための体制

2011

8

苦情相談窓口を設置していますがこれまで利用はあり
ません。前回の運営推進会議の前に家族会を開催し、
１６名の参加がありました。その場で出た「爪を切ってほ
しい」等の要望には早速対応するようにしています。通
常は、面会の為の来訪時や、電話で報告・相談を行う
時に積極的に意見や要望を聞き対応しています。

以前は職員の離職が多く運営上の悩みの種でしたが、
福利厚生の手厚い常勤職員化に努めた結果、定着率
が上がり異動や離職を 小限に抑えることができまし
た。万一異動があった時は、他の職員たちがさりげなく
カバーし合って、利用者へのダメージを防ぐようにして
います。

19

地域の同業者からライバル視されている現状で、同業
者との交流は極めて困難な状況です。職員には、同一
グループの他の施設への訪問見学により、レベルアッ
プを図っています。幹部職員は職員等の人脈を通じて
町といった枠を外れて広い範囲で交流を図って行きた
いと考えています。

18

５．人材の育成と支援

10

新人に対しては、１ヶ月程度の間OJTを実施していま
す。現任の職員に対しては、県のグループホーム連絡
会や県社協主催の研修会に、職員の段階に応じて積
極的に参加させています。また、受講料半額会社負担
で各種資格の取得も勧めています。

14

○

6

町の担当職員が気軽にホームに立ち寄ってくれるの
で、相談も気軽にできる状況です。生活保護関係やそ
の他の諸手続きに加え、県主催の研修会の参加の為
の推薦状の発行依頼に訪ねて行ったりと、頻繁に行き
来しています。

7

現在の介護支援専門員が着任以来、健康状態や暮ら
しぶりについて、月間の詳細な介護経過記録の個別送
付を始めました。家族アンケートでも評価する声が聞か
れます。その他受診の必要等変化があった時は都度
電話で連絡し、結果も報告しています。広報誌が中断
状態にありますが、再開したいとしています。

職員の研修は計画的に行う必要があります。例えば、外部
研修も含めた習得必要項目を列挙して、習得度合いを自
己点検せしめ、それを幹部職員が確認するというのも一つ
の方法です。また、優秀な職員へのインセンティブとして、
定着している職員等には受講料も全額会社負担とする事
も考えられます。

9

15

9

4



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用する
ために、サービスをいきなり開始するのではなく、
職員や他の利用者、場の雰囲気に徐々に馴染め
るよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本人から
学んだり、支えあう関係を築いている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映した介護計画
を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、見
直し以前に対応できない変化が生じた場合は、本
人、家族、必要な関係者と話し合い、現状に即し
た新たな計画を作成している

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

26

3615

定期のケアカンファレンスで本人から聞き取った記録を
ベースに、本人、家族の要望、意見を取り入れて、医療
機関とミーティングを行いアドバイスを受けながら、介護
計画を作成しています。

3314

利用者の日々の会話から趣味や思い・意向の把握に
努め、その結果は記録に残して情報を共有し、創意工
夫を加えながら日常生活の現場での個別支援に活か
しています。

12

入居前に施設見学をしてもらっています。受け入れに
際しては、同じ職員が窓口となりサービスに関する事前
説明を行っています。入居希望者や家族が不安を感じ
ている場合は、体験入居も可能な他、入居者と職員が
お茶を共にしながら雰囲気作りを行い、段階に応じ実
際の介護へとつなげています。

3716

月一回のモニタリングをもとに、３ヶ月毎に介護計画の
見直し、変更が行われています。また、毎日の介護記
録や状態の変化に応じ随時の見直しも行なわれていま
す。、

2713

職員は、利用者と一緒にいることで存在感を重視し、
「ありがとう」の言葉がけを行なっていて、生きがい作り
が自然と行なわれています。レクリェーションや食事を
共にすることで、利用者からは人生の喜びをもらいなが
ら共に支えあう関係が築かれています。
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外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、
事業所の多機能性を活かした柔軟な支援をして
いる

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、でき
るだけ早い段階から本人や家族等ならびにかかり
つけ医等と繰り返し話し合い、全員で方針を共有
している

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言
葉かけや対応、記録等の個人情報の取り扱いをし
ていない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

３．多機能性を活かした柔軟な支援(事業所及び法人関連事業の多機能性の活用）

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

４．本人がより良く暮らし続けるための地域支援との協働

20

4719

家族には入居前の利用契約時に終末期ケアの説明も
一緒に行っています。医療機関の協力のもと重度化に
対する柔軟な対応への指針が作られています。家族、
協力医院、職員全員で方針を共有し連携が図られてい
ます。

50

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

入居時には、家族の要望を取り入れ医療機関の説明
が行われています。入居前からのかかりつけ医の定期
受診や、３ヶ所の協力医療機関、訪問歯科による適切
な医療、アドバイス・相談が定期的に、あるいは随時行
われています。

3917
リフト車を利用して外泊支援や通院介助、買い物、美
容室への送迎、一時帰宅等と柔軟な支援が行われて
います。

5221

利用者の生活リズムを尊重しながら、一人ひとりのペー
スに合わせ、単独、少人数での活動が行われていま
す。食事以外の起床、就寝、入浴時は時間帯を広く設
け、個々のニーズ・希望に沿った支援が行われていま
す。

利用者には失禁防止への速やかなケアが行われてい
ます。一人ひとりの自尊心を尊重し周りにも配慮したケ
アの取り組みが見られます。個人の記録、重要書類等
は事務所内の施錠できる戸棚に保管され、管理されて
います。

4318
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外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわずに、
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、入浴を
楽しめるように支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽しみご
と、気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその
日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
している

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵
をかけることの弊害を理解しており、鍵をかけない
ケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろより
地域の人々の協力を得られるよう働きかけている

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

24

テーブル拭き、清掃、食事作り、配膳、下げ膳、手芸、
野菜作りから収穫等で、個々の趣味や残存機能および
潜在能力を活かし、喜びを味わい張りのある生活を送
れるよう支援が行われています。

5723

個浴で週２～3回の入浴が実施されています。入浴は
原則 14:00～16:00 に設定され十分時間をかけていま
す。入浴時にはリラックスして楽しめるよう、また、季節
感が味わえるよう、ゆず湯、菖蒲湯、バラの花等で変化
をつけています。

59

6626

入り口はタッチ式の自動で出入りは自由ですが、夜間
は施錠されています。自室、共有スペースは施錠され
ずオープンとなっています。職員は常に利用者の所在
を確認し、速やかな対応を心がけ安全管理に努めてい
ます。

防災訓練は、幹部社員の交代があったため実現してい
ません。現在新ホーム長が計画を立てて準備しており、
４月に実施する予定です。食糧及び飲料の 低限の
備蓄は行われています。

25

好天の日は散歩、ドライブ、買い物のための外出が活
発に行われています。外出しない時は、中庭でお茶を
飲んだりカラオケ、卓球、その他のレクリェーション等の
プログラムが用意されています。

（４）安心と安全を支える支援

61

○7127
消防署の直接指導も含め年２回の防災・消火・避難訓練
を実施する事が望まれます。特に職員が手薄になる夜間
を想定した避難訓練も欠かせません。

入居者は各々持っている力を発揮し出来ることへの喜
びを感じるよう、職員はさりげない支援を行っています。
野菜の皮むき、調理をする方、味付け・盛り付け等で職
員が適切なアドバイスを受ける等、職員と一緒に食事
作りを楽しんでいます。

5422
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外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や光が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

冬季のせいもあり、全般的に換気が十分でないように思わ
れます。立派な施設であるだけに、もう少し換気に意を用
いる必要があると思われます。、

8129

8330

収納戸棚、洗面台、空調を除きすべて馴染みのものを
自由に居室に持ち込んでいます。箪笥、机、テーブ
ル、椅子、テレビ、コタツ、仏壇等いろいろあります。室
内も自分の作品、や写真、絵画、人形、置物等それぞ
れの好みに応じて飾られています。ベッドで寝る人もあ
れば、布団の人もあり、本人が居心地良く暮らせるよう
になっています。

○

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

28

玄関のロビーは広く、ソファーを置き、カラオケ装置もお
いて楽しめる空間となっています。季節の花や雛飾、壁
面の写真や飾りなどで季節感も味わえます。中庭を廊
下等が囲んでいる構造で、共用部分は外光が十分入り
明るい空間になっています。ソファーは１ユニット内の３
か所に置かれていて、利用者は思い思いの場所で安
んでいます。

○

玄関のロビーは広く作られていますが、ユニット間の壁が
固定されているため、少しもったいない空間になっていま
す。可動壁として必要なときに開放すれば、非常に広い空
間となり、地域の方々も参加できるイベントなどが可能とな
り、持てる資源の地域への提供が可能となるものと思われ
ます。

77

毎回の食事後や10時、3時のおやつ時にはお茶、コー
ヒー、紅茶等が個々にふるまわれています。体調にあ
わせて刻み食、お粥食が用意され利用者にあった食事
形態が提供されています。栄養のバランス、食事量、水
分量は個人のバイタルチェック表に記録し、常に確認
が行なわれています。

（１）居心地のよい環境づくり
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